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故 佐 关 木 忠 次 郎 先生 住 明 治 下 八 年 1885) ， WCE KABA 4 OF Einb Tite 
HC, WHER CArachnida) ZACHT, 9 TUICHO CIMA CHR AA し て 居る 。 共 の 頃 
及び 其 の 後に 公刊 され た 類 羽 の 教科 書 な ど と 比べ て みる と: 共 の 設 明 は 魏 営 で sd b HOES 
で あり , EO LICHARROPRCH SALAS s b に 含ま し て ゐる 様 で ある 。 教科 書 に 限 
DF, HEORHEOHPNCHT HS ETA OB OMRIE. 従来 多く 外 園 書 の 韓 載 で あ 
り , HAF AFORE CHORE MLIVS HAT VICK A SOC で ある か ら , WED 
HORE, MRIERHCIE CIC 8, 0 あら うろ 
と 推察 する 。 

雨 先生 の 通 解 に 於 ける ダグ = 目 (Acarina) の 記事 は 7 AICHO CHD 9 園 を 挿 ん で あ 
つて , 存外 精 し い 銘 遇 網 の 中 で も , HCH Lo L, 6 賠 を 含む な と と ろ の 1 aE E CEILS 
和 れる の で ある 。 AW HEOT と か ーー 寸 焦 議 し か ね る が, 佐々 ASAE OPEL ae 
の 夏季 講和 鶴 記 行か 4 ん し た と と が あり , Ree AICHOT 精密 な お 話 を な さ つ を た さ う で ある が , 
同市 は 筆者 の 獲 里 で あり , その 剛 書 館 は その 折 の 買 講 音 で あつ た 政 阿 辻 小 鐵 先 生 が 初代 備長 
L LCE aiL, 筆者 も 事務 に 軸 掌 し た も の で ある の で , 青年 時 代 に は よく 話 に 聞い た 
CRORE, RMICE BL, LODE IC SPABORG 50 枚 の 竹生 が 先生 
の 自筆 で あつ て , ERCAN ASZDOD EDE b Sihh SMALE bie LOTS | 
55, WHEN ORD 10 枚 ば か り も あり , 中 に ダー の 賠 が # 枚 も あつ て , 明治 大 正 の 移り 目 
順に は 他 の 園 と 共 IC 同 園 書 館 'c 価 人 ほ 保 存 き れ て の た と と を 記憶 し て の る 。 勿論 , 今日 で は ど 
ぅ うた つて ゐる か 引越 し てゐ る と と で も ある し . HALT onb RE DEVOT, その 
消息 の 程 は 不 案 内 で ある が , 佐々 木 先 生 が 古く か DHERICH THIC Dè bT bC o 
の を た と と は , 筆者 は 青年 時 代 か ら よく 知 つ て ゐ た 所 で ある 。 

Eog, 筆者 は 東京 に 出 た し , MALE QOTRICHRLICOT, を その 方 の 指導 者 た る 
先生 に は お 目 に か いる 揚 信 が 多く な つた し . 特に , 先生 が 筆者 の た め 指 導 教 援 で あつ を た こと 
ろ の 才 渡 瀬 庄三郎 先生 と は 御 親交 が あつ た 関係 で か , お 食 ひ する た びに 何時 も 色々 な と と を 
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お 話し 下さ り . 御 書き | に な つた も の な ども 頂い た と と で ある 。 その 上 , PRAKIEMELOR 
農林 省 農 事 試験 場 に 於 いて 日 本 産 螺 類 の 調査 ic 従事 し て ゐる の で , KHADR PES Moet 
験 場 報告 な ど に 御 愛 表 に な つた を ダ ェ の 報 文 は 項 く 寿 証 の 薬 を 得 て 來 た 次 第 で で ある 。 
其 様 な わけ で , 今度 先生 の 記念 別 が 出る に 就 い て は , 赴 が 非 で も 先生 と 日 本 産 の ダグ ェ の と 
と を 綴り , 先生 御 在 世 の 頃 を お 介 び する よ す が に も し た いと 皿 ひ ,。 その 手 答 に か か り , BS 
の 高橋 良一 博士 な どの 御 助 力 を 得 て , 或 る 踊 ま で 材料 を 集め る と と が 出来 た の で ある が , F 
少し の と と ろ で 完全 I に な ら ず , それ を 補 ぉ ふ ょ ため に は 1-2 年 の 歳 月 を 要 す る 様 な と と が わか つ 
た の で , BRR, 今 同 は 者 産 開 係 で 有名 な 和牛 端 群 の 最新 知見 を 若干 記録 し て , CORE 
果たす と と に し た 。 


| II +e@HODR 

A +BRODBEOME FMLA, BMTEEORB APA RAMORHAD 
間 に 於 て は , 唯 ダ ェ の 意味 で 用 ひら 4 し て の る も の で ある 。 面 も , WE ro RRCA = 
し て 見 て ゐる も の は 間 生 や 水牛 に 多い ウシ マグ ダー な の で ある 。 此 の ウシ マダ = が 筆者 の 云 ふ 
Ł T AD-E Tribus Boophileae の 動物 で ある か ら , 筆者 は 和牛 晃 の 名 を 主 と し て 此 L の 類 名 
と よし て 用 ひる と と iC し て ゐる 。 

ウッ シマ グー に は A 種 も あつ て , 1984 年 以来 , TOPIRE CREE SILTA, NUTTALL 
SO Ixodidae OMEICHSLTLO Genus Boophis だ け を 富ん で ゐる 。 同氏 等 の 
Genus Boophilus は 委 者 の 調 は ゆる Tribus Boophileae と 傘 然 内 容 の 同じ も の で あつ て , 同氏 
の 属 は 腐 義 の も ゃ で ある 。 と の 群 の 特徴 は 同氏 等 の 馬 の ゃ の を そつ くり 借用 すれ ば よろ し い の 
で あ る 。 勿論 と DORMER Familia Ixodidae: Subfamilia Margaropodinae と 云 ふ と こと に な る 。 

B 和牛 里 群 の 譜 馬 198 は 年 ロス ト ツ ク の W. MINNING 氏 は Beitraege zur Systematik 
und E der Zeckengattung Boophilus CURTIS (Zeitschrift fuer Parasitenkunde, 

` Bd. 7, 8. 1-48) ZAK Lze. 同氏 は Genus Boophilus を 廣 義 に 使用 し て 居り 。 更 に 之 れ を 

3 a IC4PE Leo FEL, ERARO Genus Boophilus を 廣 過 ぎる と 思ふ か ら 此 を Tribus 
に まで 格上げ を し て 用 ひ て ゐる 。 ive, Missie KO Subgenus も 内 容 を た しらべ を 上 で 
特徴 が 明瞭 で あり , PRRI AILS Species を 相 営 I に 履 容 し 得る と 去 ふ 見 極め が 付く な ら は ば 
Genus て 格上げ し て 良 か ら うと 考 へ た 。 耐 し て , 1936 年 以 来 Missie の 3 Subgenera を ， 
Genera に まで 格上げ し て 使 つて ゐる 。 i 

そ と と で 今日 の と と ろ Tribus Boophileae に は 1) Boophilus; 2) Uroboophilus; 3) 有 
の 3 Subgenera を 認め る と と に な る 

Cc PEREON NrxG 氏 (1934) OEIC BE SCH, 1) BAKE BHO HERO: 
2) 8 — KEE Ct ai EATE, 2 で は 1) 第 一 歩 脚 の 基 節 面 に 於 ける 内 外 2 距 
聞 の 制 込み の 有無 2) 第 二 及 び 3) EPHOTO S VEAKIRO FFM OIC 4) 第 一 般 
肢 節 の 基 節 腹面 に 欠け る 指 後 突起 の 有無 を 標準 と し て Boophilus, Uroboophilus 及び Palpoboo- 
philus を 居 別 する と と に し て ある 。 今 日 まで の 研究 に よる と , PERONEO RIE x ATH 
営 た より に し 得る ぉ も の と の 確信 を 有 つ て 居る 。 

COC, PRR 3 同 を 次 表 (C 於 て 此 の 標準 に よ つ て 圭 比 し た いと 思ふ 。 
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集 1 表 FMS BR ORAM tt 


1 
し o 属 


Palpoboophilus 


性 比 m ee ae Boophilus | Uroboophilus | 
epsom | 无 有る | 有 る 
& 1 g 1 faerie 
ee ee eee v 無 ぃ | 有  s 
| SMa ROMA | fe 有 5 | 有 る 
| BIPM CRORE | 無 \ 有 る | 有 る 
| Boob MILI OERRE -| 4 い 有 る | 有 3 
| - 
| 第 一 船 肢 箇 腹面 の 指 後 突起 …… 无 oo 無い | 有 る 


D +8RORBE Rit SA 

1) 尾 状 附属 租 ”< OPEB HBR, FIC, その 腹面 か ら 後 方 乃至 後 下 方 に 括 出 する も の で あ 
る 。 筆 者 の 報 文 (1925, 1929) CH Fe LPI IS AEE a Lic BOE, HOO 
は , MEA SMELL hICSNAB iS S CIBER L CORPO, FL, 有る 場合 C は その 形状 
PHICREEK CHS E dh, CHILE SIMOMIUWEO CH SHLAA, は つき り 見 る © 
と と か 必要 に な つて 來 た 。 - 唯 , それ が 種別 と 役 立つ の で , BE BL ONCE HRA ND 
ば 足り る と と は 財 去 苗 年 間 と 同一 で ある 。 尾 状 附属 体 导 全 《 SCARS, < 就 いて 
属 や 種 を 云 * す る 場合 は 勿論 問題 に な ら た い 

2) 鮎 肢 の 第 一 節 腹 面 IC 於 ける 指 後 突 起 +RRORRA—Hilt, 背面 か ら 見 る と , BH 
の 年 分 以上 が 額 柄 部 の 主 船 に 第 は れ て ゐ て , 殆ど 武装 る 印 率 も 無い 位 で ある し , 腹面 か ら 見 
Ch, あま り 見 楽 え の し な い 小 さい 節 で ある 。 所 が 之 に 往々 後方 を 指し て 突出 する と と ろ の 
ERSS., EU ち 指 後 突 起 で ある 。 そ の 大 小 , Vk, 武装 及び 多少 内 方 を 指す か 眞 後 下方 ば 
か り を 指す か は 毅 化 が あつ て , 種別 , 性 別 な ど を 示す も の で ある が , Rich, 珍し い 器 官 で 
唯 今 は その 機能 は 全く 考 へ られ て ゐ た な い 。 分 類 邊 的 に は 雨 性 共に あり , 往々 性 に ょ つて, 大 
小 や 形状 な ど が 違 ふ の で , 双 そ の 方 の 興味 が だ ある 。 
_ 3) 第 一 歩 脚 の 基 節 面 C 於 ける 距 間 の 制 込み BOEEN L LTAM OSEH, その 
距 の 有無 や 内 外 距 問 の 創 込み の 有無 が 問題 に な る 。 d の 場合 で は 制 込 みよ り も 各 距 の 大 小 , 
形状 の 方 が 一 層 大 切 で ある が , それ は 併 し , 種 の 間 の 識別 に 用 ひら れる きり の も の に 過ぎ な 
区 
4) 第 二 , P= MWHOPHMORMBRICKG SEITE 此 の 突起 は 一 見 , KOR LDE 
様 な 感 が する の で , 口 で 云 ふ だ け の 時 は 旧 (に 底 と し て ある 。 他 の マダ ェ = 類 IC も 往々 見 られ る 
も の で ある が , 大 抵 は 種 問 の 識別 還 と な つて ゐる 様 に 思ふ 。 と れ が 牛 時 群 I に 於 いて は 司 聞 の 
属 別 に 用 ひら れ て ゐる 。 第 四 歩 脚 の 基 管 後 線 に も 底 汰 距 は あつ て , その 場合 , PREC HE 
に 種別 問題 に 役立て て ゐる だ け で ある 。 

E Boophilus CURTICE, 1891(s. str.) OBE 下記 の 如く , 8 種 配 知 で ある 。 


- 1) annulatus (Say 1821) sub: Zxodes..- 北米 南米 | 3) schulzei MINNING, 1934 ーー…ー…… 地中海 地方 
2) calcaratus (Brruca, 1894) sub. | 4) balcanicus MINNING, 1934------ us +~ 
Rhipicephalus ee コー カサ ス : 5) palestinensis INNTRG， 1934 SL xFF+~KE 
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6) congolensis MINNING, 1834 -+e アフ リカ | 8) persicus MINNING, 1936 .pp イラ テン 
7) intraoculatus MINNING, 1936ーーーーーーー イラ テン | 
` , | | 第 2 ee Boophilus 属 (s. str.) の 地理 的 分 布 
Bees. Mee | 7 ie | T 東洋 地方 | 了 地 
CRNULGLUS ーー トード ーー ドー ペー + + | 
DOLCARTCUS ーー トー ドー ペド ーーー… 十 | 
COLON GLUS ーー ドー ドー トー ドー | + | 
CONGOLENSIS ーー トー E | | = 
inir aoculatus ee 4 | 十 i ー 
PULESEINENSTS トー トー ドーーーーー ーー es a | | ; 
DEFSICUS ee | 十 トー 
UR Ae | + ! H | is na 
附 記 今日 本 局 の 種 と し て ある も の で , 本 邦 よ り 記 銚 さ れ た も の が ある けれ ども , それ は 
査定 の 衣 に ぉ と づく も の で あつ て , 寅 際 に は た し か な も の は 見 出さ れ な い 。 
F Uroboophilus MINNING, 1934 の 諸 種 THKO 11 種 を 認め て ある 。 
1 microplus( CANESTRINI, 1888) sub: | 6) My Masane, 9 这 8 
Haemophysalis ーー ドド ドー ドー ドー トー 南 Æ |7) sinensis MINNING, 1934 ーー | … 支 那 九 州 台 小 
2) caudatus(NEuMANN,1897) sub; Rhi- ! 8) krijgsmant MINNING, 1934 ee fansite 马 来 群岛 
picephalus + -H 本 19) rotundiscutatus MINNING, 1934 …………… SARA 
3) australis( Furrss,1899)8ub: | 10) longiscutatus MINNING, 1934……ー ニ ュー ギ ニ 7 了 等 
"RMDICEPRAlUS emer オー スト ラリ ア | 11) cyclops MINNING, 1984 sess 中 OK 
4) fallax MINNING, 1984 eae 東 ア フリ カ | 12) occidentalis MINNING, 1936 ーーーー イ ラテ ン 
5) sharifi MINNING, 1984 ーー 印度 セイ ロン | 13) indicus MixxrxG, 1936 Sa dcb HE 
第 3 表 Uroboophilus 属 の 地理 前 分布 
a ee | oe | 全 北 地 方 E 東洋 地方 25 Fal ~ “地 
和 | | Par szi + 年 ; +. 
COULQLUS ne | + Fa ed 
Lae dr) RCE Ee : 3 
QSEaNS- eens 十 ee 
fallax 有 十 | 
ENGICUS erie + Rs 
krijgsmani ーー ドー ドー トド ーーー l 于 "A i | 
longiscutatus ーーー… a | l A | - 
microplus ahora eae nts ee 6 + | ar | aioe | 
occidentalis ーー ーーーーーーーーーー・ | $ | | で | 5 


NII-Electronic Library Serviqge 


The Zoological Society of Japan 


me 
542 E 由 入 吉 
POLUTLGISCULALUS ee | aq a 5 + 
sharifi EE i + } 
Sinensis ee sa, | 
: ! 


G. Palpoboophilus MINNING 1934 の 諾 種 下記 3 種 が 今日 知ら れ て ゐる すべ て で あ る 。 


1) decoloratus KOCH, 1844) sub: Eee ee 南 アフ リカ 
2) minningi KISHIDA, 1936 ooo RASA EB 
3) brachyuris 区 TSHID 和 A，1989 oe It 州 
第 4 表 Palpobophilus 司 の 地理 的 分 布 

种 2 な | sar | ラン 
decoloratus- EE | + + | + ; 
brachyuris ドー ドー ドド ドー ドー ドー | + 
792740 に ーー ドー トー ペー he : 5 十 


Tl AREF RRA & 
A. Genus Boophilus CURTICE 1891, s. str. 


本 属 の も の で , た し か な 種 は , まだ 記 銚 され て ゐ な い 。 従 來 , KRODA ETRE 
_ れ た も の は , 既 逃 の 如く 査定 の 庁 に も と づく も の で あつ た 。 | 
. B. Genus Uroboophilus MINNING, 1934 
本 属 の も の は 下記 5 種 を 載せ る と と が 出来 る 様 に な つた 。 但し Uroboophilus sharifi は 邦 
ped LD CARO CHOP, Z, Uroboophilus australis は , 更に 大 後日 の 検討 を 條 つも 
の で ある 。 , 
1. “Uroboophilus australis (FULLER, 1899) . £ 
産地 eM} ( 杉 本 正 篇 氏 所 报 ) AIR?) 九州 (?), 
附 記 か つて 本 種 は 涯 洲 は 勿論 , アジ ア , アフ リカ , 南米 に も ゐる か の 如く IC 記 され を た の 
で ある が , Mnanxe 氏 (1984) は 再び チー スト ラリ ア だ け の も の と し た 。 筆 者 は 杉本 博士 の 材料 
EREA KARBIDDAN し て お く 。 
| 2. Uroboophilus caudatus (NEUMANN, 1897) 
产地 ”本州 中 国 ( 广 锅 县 ) 九州 (宮崎 医 熊本 頻 ) 琉球 et 
附 記 ”支那 (RUE, BRIA) 办 己 为 探 集 立 札 工 为 五 。 
3. Uroboophilus distans MINNING, 1984 
産地 EB (安平 タイ ュ 林 ) (水 牛 ， 瘤 牛 ， 山 羊 ) 
附 記 支那 ( 編 建 省 香港 ) PARI TO PbS CHS. FACS 
主 が 癌 和牛 。 年 な ど で あ る が , SECK Fe も 寄生 し て ゐる 。 
“A Uroboophilus sharifi Muxxine, 1934 
产地 “小 等 原 SE 邦 産 と し て は , 新 記録 の も の で ある 。 
附 記 Uroboophilus- australis と は 明か 区 別種 と すべ きも の で ある 。 MNNG F(T 4a FE 
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や モイ ョ ロン 島 の 牛 に つい て ゐ た も の を 記載 し た 。 
5. Uroboophilus sinensis MINNING, 1984 
产地 九州 ( 宫 崎 县 ”熊本 县 ) Zee 
附 记 支那 (青島 上 海 厦门 ) 佛 领 印度 支那 (東京 ) か ら ゃ る 採集 され て ゐる 。 
C. Genus Palpoboophilus MINNING, 1934 
ABD > Ok, 下記 2 種 が 邦 産 で ある 。 
6. Palpoboophilus brachyuris Kisnipa, 1939 ` 
産地 ”九州 (能 本 县 ERER), 
附 記 SEACH CHET SLOCHS, 記載 は 下 Iic 附 加 し た 通り で ある 。 
7. Palpoboophilus minningi Kisurpa, 1936 
産地 南朝 鮮 NS 
附 記 慶 称 南 道 南 茶 産 I に 基づい て 先 年 記載 し た も る の で ある 。 
第 5 表 AAEPRRORABH 
A. Uroboophilus 属 
性 に さて australis ` ey | distans | sharifi | _ sinensis 
| 第 三節 柄 敵 の 内 年 だ けが 可 | 丁 形 で 内 法 に 全 ほそ 
| a ae OB pi MEE 前 VA wom 
| [BARN Bo ic 内 I 短い が 張 く 内 和 后 中 强 《 pate 
| POER rrr | (IS CB) ーー pide # RA 
i | i i 
| 
| ERORI | 小 い し 武装 は Ev ERA 
he oe ー 節 下面 が 前 部 に 多い | 無い mas DET 数 ある グ 
a | EGU Ronee WE OK K 0 
ato me B | Se 6 TRAL の の 2 
|p ge EGR に MES EGG [es akart 
| 
ARIAS AROGE: SM ARRA OFE] 内 ARIAS 
eae ARREA |e RR ee BUHERI 《 
| | (cee |e TR | ほな は 同じ で 印 頭 | ces 
l = te DAIS Wt DEVS 
No E on i T| あぁ まり 大 きく 
: Mudie Ze nce pp als は な い 
Pki i | 内 艇 外 曲 , 
| 内 肛 全 s| Pim Se MISH | ae ae ay 
| SA a RECRE | RHI ob 
AMOR | 長き = ニ 2x 四 | 殆ど 丸い | 长 =2x 幅 : | 長き <2x 編 .| 长 =>2x 枉 
| 


> 短 FE 
| <2x PE 


tes TER < | 


< 本 | 长 = > 
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ae 肩 一 限 は 並行 | 肩 一 眼 は 並行 Rosen 肩 は 寄 ち ず 眼 」 肩 の 所 で は 普 
甲 Tb RD HK TB 8 BERANE RRRS CA BMI OC の 所 は 出る 後 , TERR 
| | る ・ 丸い Maw TA | ANS 
| oo 
位 ok O f da 用 本 位 | 本 株 fe 
眼 | - : SS = ( i 
o| lÆ k 和義 SOHNE ACHRE 中 丸い | 此 六 本 加 
gee HARES i | MAES. | 内 嘘 は 長大 外 | 雨 更 は 長 さ も RAO 
E PREMOR | ELDRE | 力も 同様 共に | RAUB | MELB | て の る 共に 人 
ene Sia | SEA Si | 鈍 豆 E ce 
| 第 | ap 形 | _ — 第 一 の ょ より も 第 一 の に 劣ら SoG ee j 
SE 、 Rigs < 大 きい らち i 長き < M 
步 eos Fop 長き ミン 幅 ee 2 
脚 Hi LEON : 嘘 の 内 方 に 後 MiikhK.O 距 の 内 方 た 後 距 は 生 小 形 その | Hie その 
ag | HORRA., AJENAS KORANE (AK BRON AMERO 
i ある が ある ある ligase 2 | MMS 
$ B. Palpoboophilus Bg 
| fi re gs 
性 : Kgs 名 (decoloratus) brachiyuris minningt 
= Ry i 
| 合 | 长 = : 幅 | 长 3<2x 幅 | 长 $<2x 幅 | 長き <2x 幅 
ce [ 
[H | 外 将 D 形 因 | BAC CCB ca | BMA ISS | BeRilspir 203 
| BEOR | | se smc 12-8 2 | afik Ebro MERR 
HK 313 414 ae 
| | 第 一 去 ARREA | Pr Sum REEK CCR, HE 
LF $ paca Me 
9 |B a = N ERRE Cem | peau 可 な V MIMA asai 
EEEIEE pre ; 后 三 位 可 站 了 前 曲 
[7 | [ ! | 
| | 第 pe 对 | AROE < Be Lc zB | kI 区 
| g DEOR AN, BAR | RRR RIE 内 後 ARE ANE AEA 
l H ーー MAHOR “| Ril 
_ [ot me a 板 | ほそ 長 て て, gari | PRAM, RAR | nennt, PARE 
= | SJE AK Be SS | 元 に 太く , 栖 に ほそ い | 元 は 太い が , HUE | REAR 
Aromi Wane BA | 指 前 性 で , h | 指 内 性 で 長大 
ae 3 ERRE | 長き >2x 幅 。 ow | 长 8 >2 «he, KIE 
: 域 | = 多 孔 域 O 长 和 | < 多孔 城 の 長 穴 | = 多孔 城 の 長径 
Gi hie 形 | | 再 肩 は 中 に 寄 つ て ゐる | 雨 肩 は 丸い | m 肩 は 稽 張 HORM 
1 
ゃ | 甲 |% ， 部 . E [に ほそ つて ゐる 
H# x - | 313 414 | 414 
alt 置 | ett | mimetic | 将 位 
SE eZ : RORE | Eo HAE 
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IV. Palpoboophilus brachyuris n. sp. の 記載 


基本 標 品 (Holotype) KS CHS, 19334-4 H LIRARE ACIO T HP D 
TREE is も の で ある 。 現に プレ ペラ ー ト と し て 農林省 農 事 試験 场 昆 器 部 所 保管 し て ある 。 

同様 た 成 さ は 他 IC 休 2 個 あ つて , PAE TAT CARAT BAU ToS, 

别 性 基本 标本 (Allotype) IRE CHB. 1933 410 F ake t —OMICRY CBE 
か ら 控 集 さ きれ た も の で ある :。 現に 同様 に し て 保管 し て ある 。 

別 性 基本 標 品 と 同様 な 成 ? は 他 に 6 個 あ つて , PEP ESSARY) ERIC RE SIV CS, 

成 さ の 記載 TABI, Bat, その 背面 の 長 さ 最大 幅 は 1:2.5 で ある 。 55 く 中 凸 で 
あつ て , 後方 %%(C は 13 奉 の 刺 毛 が 弱く 後 曲 し た 3 弧 を 描い て 生じ し て ゐる 。 その 内 , 第 一 列記 
3S, 第 二 列 に は 5 疾 , 第 三 列 に も 5 半 を 算 へ る 。 第 三 列 の 外 位 の 2 对 纤夫 FF i RIT 
稽 ょ 前後 的 排列 を し て ゐる 。 HEOR E SFO EDS 生じ て ゐる 。 外 後 位 の 指 
後 払 は 外 終 は 顎骨 部 主 般 の 前 外 終 位 あり 、 内 続 は それ より ゃ 短く て , BRAS OF HER 
の 年 分 位 し か な い 。 そ を その後 端 は 生肉 方 に 偏 し て 居り , 内 後方 を 指し て ゐる し , 必ず 鈍 形 で あ 
る 。 

頼 身 部 の 腹面 の 長 さ 最大 幅 は (1:2)~(1:1.7) TECHS, の 度 は 和 面 で より も 明か 大 
きい 。 前 端 中 線 近 に 1 WHORES 3, IRES C は 更に 長大 な 東毛 が 14 震 左右 2 行 7 列 
宛 に な つて 生じ て ゐる 。 その 内 , 角 张 0 DIERRE D DRIDI 2 行 2 列 宛 見 ち れ , BAN 
第 一 列 よ りゃ も 多少 内 位 で ある し 且つ 明か に 廣 い , TORRE b も 後方 に は 2 行 行 5 列 の 刺 毛 が 
ある わけ で ある が , AE, 第 三 第 皿 雨 列 は 外交 よ りゃ も 内 方 tc 離 ん て 居り , 第 五 列 は 最も 
BUR, SOMO PEA BWFIOMMAEL D bRO. BEN SVE IRS HK 
い 。 BEF EFEICIHRICE SIL, 

LRGEACH OC, RARBWEMON2 8&3, H-HAAROEPM > DERE 
そく て 園 柱状 を し て ゐる が , EBD DAENT, RARMBKICKOTHS, REE 
そい 精 生 の 方 が 太い 基本 より も 厚い 。 第 二 節 は 異 大 の 2 指 を 有 つ て 居り , 内 指 は 狂 指 より ゃ 
明か に 長く , その 長 さ の 比 は 8:2 で ある 。 内 指 の 檜 端 は 内 前 曲 性 の 小物 に な つて 居り , SHR 
TREC 1 個 の 前 曲 性 小 鉛 を 具 へ て 居る 。 SRB rn ICHAT (a mai) Sold Az ERICH k 

DQTIRLCTHY, srl b LRMOM] BOGS *RKTHS. ALLL BE LBIO BIH 
AL) elt BIMECEOT, 副 小 鍋 を 鯨 いて ゐる 。 PIRI RONDA Ly REAT 
2THS, Bs, 主轴 内 迷 端 绪 弱 < AUR ER Lik INL ClO, ZONED DAG 
~a C BiH Lee BoE HL LTD SOTHS, He BBR H/T CHR CREA TE Bie 
D, 特に 小 鎌 と 名 付け る 位 で ある 。 
ee eee 長く て 」 
长 去 : 中 央 で の 幅 は 2 : 1 で ある 。 RA I 
認め な い 

RO CIRM T 木城 は 5: 4 で ある 。- 罰 は 全 骸 を 通 
じ て 先 づ 似 た を も の で ある 。 胃 さ ・ 中 央 の 幅 は 5 : 1 で ある 。 歯 式 は 4 | 4 で ある ,~ 肉 方 中 線 に 近 
い 第 一 行 は 7H, 第 二 行 第 四 行 は 各 8 歯 を 示し て ゐる 。 第 一 行 と 中 線 の 間 区 あの 小 次 を 
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見 る 場合 も ある 。 
IIL ET OMMMIC EMT LC, 前 方 を 指し て ゐる 。 KELORO LIFE b&b 
ARGH OCHS, 背面 か ら 見 る と , 長 さ IC 於 て の 順位 は 第 二 節 が 第 一 位 で あつ て 第 一 節 
が 第 二 位 , 第 三節 が それ より も る 生 劣り , 第 四 範 は 僅か に その 椅 部 を 望み 得る だ け で 。, 最も 小 
V CROTO, 第 二分 の 第 一 位 は 依然 た る も の で ある が, 第 二 位 が 第 三島 で あり 
第 一 節 が 第 三 位 I に 落ち て ゐる 。 武装 を 検 べ て みる と , 第 一 節 は 無 刺 無 毛 で ある 。 第 二 爺 は 内 
PRL CICK EI 1 刺 毛 。 その 外 後方 に 小さ い 1 本 , 中 央 より も 少々 外 方 に 偏 し て 2 本 (前 後に 
並ぶ , 更 所 前 外 部 二 后 外 部 所 1 本 宛 。 外 絢 中 央 部 Ic LAAN CHS, BEM ABER C It 
内 曲 綴 を 描い て 4 PE, 外 締 中 央 近く I に 1 刺 毛 を 生じ て ゐる 。 内緒 の 元 の 方 か ら 第 二 位 の も 
の は 策 が 大 きく 本 嶋 が 短 太い し , 第 四 位 帥 ち 前 外敵 の ぁ る の は よく 伸び て 長大 で ある 。 第 四島 
に は 類 刺 毛 が ある が , 前 外部 を 指す と と ろ の 1 本 は 非常 I に 長大 で ある 。 
MAAK SSL, 長 ま に 於 て の 順位 は , 第 二 節 が 第 一 位 で あつ て , 第 二 位 の 第 三節 
は 千 か に 第 一 節 よ り ぁ 短い 。 第 三 位 は 第 一 節 , 末 位 が 第 四 節 で ある 。 第 四 分 は 低い 彫 雑 湊 の 
小 丘 で あつ て , 2 OMELHOCH Sew, 針 山 の 如く で ある 。 幅 に 於 て の 順位 は 長 さ の 
と 全く 同一 で ある 。 武装 を 見 る と, 第 一 節 は 中 央 に 低く 短い と と ろ の 指 後 括 起 を 有 つ て かぁ, 
突起 上 に は 何 の 武装 も 無い 。 EO WMI GOBRICH DI, を の 外 基 部 選 は 刺 毛 を 生じ て 
AS, BI, ARIK 本 ぼ そ 型 の 長大 た 刺 毛 を 具 へ て 居り , 前 位 の も の 程 中 方 より る 前 方 
を 強く 指し て ゐる 。 節 の 中 央 後 和 3 に は 非常 に 長く 細い 1 刺 毛 SPREE ITIL 2 刺 毛 が 在 る 。 
BEENIE ERZSI + REL, 特に 内 方 は 著しく 突出 し て ゐる が , LOWE ¢ Ic 2 A, 
中 部 に 1 本 ,: 外敵 端 近 く の 後 上 方 に 1 本 の 刺 毛 を 生じ て 居る 。 第 四 節 iC と は 10 本 内 外 の 長 刺 毛 と 
短 刺 毛 が 在 る 。 その 内 , 前 内 面 か ら 出 て 前 外 方 を 指す 1 本 は , BUMO 2 倍 す る 長 さ 
を 有 つ て ゐる 。 . í 
STPRILGMIBE CH 5) HAMIL DONC, BUSNORRONCE 
3. BARON? BERS, 毛 は 短い が , 多い 。 排列 は 中 線 附 近 で 大 骨 88 列 , 最 廣 部 で 
26 行 位 と 見 られ る 。 
雄性 生殖 站 iit, 前 曲 性 で あつ て RAADI ERORAR AA LORKA e b 
の で ある 。 位置 は 第 二 歩 脚 の 基 節 の 前 股間 で あつ て , その 全幅 の 4 を を 占め て ゐる 。 
胸板 部 高い 梓 形 を し て を り , 前 に 細く 後に 摘 が つて ゐる 。 長 まさ は た し か に 幅 記 まさ つ 」 
て ゐる 。 毛 は 多い が , RIEKIE l 上 基 节 近 《 TILA C RIG THOS. 生殖 門 の 前 に た は, KEW 
を 有 つ 刺 毛 が 11 替 あつ て , . 詰 まつ た 6 列 位 lc 排列 し て ゐ ぅ . その 間 や 後方 tc 6 笛 内 外 の 細い 
刺 毛 を 生じ て 居る 。 生殖 門 の 後方 で は , RIEILS DU) SPPICHAEL THD, 20 行 , 16 烈 内 
外 を 算 へ る 。 
肛门 更 HARON LORD, 前 方 "ん は 全国 形 の 甲板 を 作 つ て 居 ら 。 ERO HA 
ICL 1 HORES S, 
肛門 扉 倒 卵 状 御 園 形 で ある 。 WHY ICL AHOVELROtCHS. 
内 肛 側 板 RAAI SISO IS RD ACB E do BRR ICAL 後 端 は 後 器 部 の 後 線 か ら 肛門 
FORMULA GICHES, EAPO ANKE BRITE LCS, BERIT 3 
へ も 硬化 不 充 分 で あり , BRK, PEKIC, RTE 2 KEE ICRI Lc 
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だ け で ある 。 PRIAL し て 内 昌信 外 謎 は 外 曲 性 で ある 。 EO EORR G HEIAN 
Enns. l 

外 肛 側板 細く て , 第 形 を し て 居り 、 DEL し て 咽 い 外 曲 性 の も の で ある 。 ad PKR 
は 十分 硬化 し て 居り , 人 HO, BKRCHS, RE 3 行列 内 外 で あつ て 
MidB, l 

气门 板 橋 園 形 を し て ゐる 。 肛門 扉 と 同 高 線上 に ある 。 * 

Fees 長 さ は 肛門 環 の 長径 位 あ る 。 不 毛 性 。 椿 IC 細 く , 基 肢 に 向 つて 本 く な つて 
5, 

步 脚 四 基 gi 8 -BORMMR=E IEC, ALAA OREEBCE し て 居 ち 。 内 外 - 
aen. 同形 , FICHE LOCHS, WWON ARE G RE Zotik 
FAD SUDR TS, KRA LEICHEKIAAL SfaleA LHL, FRAGHICSUR LAK, 栓 端 
CHAD SEBEL, AROR LIE eH 2 爪 を 携 つ て ゐる 。 

第 二 对 9 基 季 桶 形 で ある 。 後 終 は 弱く 前 内 方 に 曲り , 中 程 か ら 先 忌 小 まい 底 其 忠 を 具 へ 
THA, i ve | 

BOAO KARESE, GRE) L, BO, 一 層 中 程 に 寄 つ て ゐる 
BOBO KOFI HAG, Pee ae aes PERIELIO LD EL RML 
PRAT EDTHS, 

成 や の 記載 BIPM CSOT, is Be. 長 さ : 幅 は 1:8 CHS; ZON 
中 凸 で あり , MANOIR b ORE LAA bI ROTHS, 刺 毛 は SHSOT, 17164 
に 並ん で ゐる 。 此 の 列 は 多孔 域 の 前 端 線 に 一 致し , 刺 毛 は 多孔 域 よ り も 外 方 , ARD kD 
前 方 に ある 。 最 外 行 は 外 圭 上 に 在 る 。 各 多孔 域 は 顎 醒 の 後生 に 在 つて , RPS RUKIEE Lc 
の る 。 長 さ ー 2 x 幅 で ある 。 CORD ILA, その 鈍 端 は 内 後 仁 を 占め て 居る 。 雨 多孔 域 
の 間 は その 1 長 律 より も 劣り , Z, Oe: 併 し な が ら , ee ls 
は 同 し で ある 。 

ak Dene ae eee Se ee ea 
AS, 中央 と 鯛 肢 の 基 脚 近く と に 中 凸 度 の 大 きい 所 が あり , 他 は 傾い て ゐる 。5 5 HoR 
毛 が 2 列 , 10 行 に 並ん で ゐる 。 最 外 行 の 刺 毛 は 角 張 り の 前 方 亜弥 位 に ある Gate AD BRIT IA 
日 斑 片 の 基 脚 近く 区 常 つ て 大 き な 割 込み が 生じ て 居り , そ と 指 前 性 の 短 太 い 指 汰 距 が 在 る 。 
と の 指 状 距 は 鈍 頭 で 武 毅 無 く , 基 脚 の 長径 : 高 さ は 1 :1.5 位 で ある 。 

上 顎 は 長大 で あつ て , WHARO 25 倍 : HUEBLMORAO 2.8 倍 位 の 長 ま を も つて ら 
る 。 BULA IEC, "細く ぐ , 膜 壁 は 厚 質 で ある が が, 基部 /。 は ふく れ て ,: 太く 唯 
基 脚 は 再び 細 つ て ゐる 。 VMOU L HEED b. 第 二 節 は 異 大 の 2 指 を 携 つ て 居 
: る 。 その 内 , 内 指 は 長く て , MeL, 末端 は 前 外 曲 性 の 小物 KC な つて ある . SHEILA 2 Bio 
が , 造 か に 太く , 楷 部 入 前 曲 性 小 的 に な b, i Se E ERE 

Pall D/H tH D es E 

ロ 上 片 は 凌 形 で あつ て , 薄く , “Rea: 中 央 で の 幅 は 17:1 で ある 。 REET 
し て 居り , 前 衝 と 後 衝 は 内 前 , MEIC; 多少 前 曲 性 で ある 。 AMCE ORRE 
が 前 外 曲 性 の 系 列 上 に 密 布 し て ゐ ちち EDICE RED RED Mew, 
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ロ 下 片 は 久 肢 と 同 長 で ある 。 TORIR : PA 23:1 CS5., HABE CT, KO 
似 た も の で ある 。 BS : 中 央 で の 幅 45:1 で ある 。 歯 式 は ょ ま | + で ある 。 内 方 中 線 に 最も 近 
第 一 行 と 第 二 行 は 各 M, 第 三 行 は 10 歯 。 第 四 行 は 10~11 貢 を 的 つて ゐる 。 

Mikit, 背面 か ら 見 る と , 多少 ロ 上 片 より も 前 に 出 て の る 。 長 ま で の 順位 は 第 二 範 が 第 一 
位 , 第 一 节录 第 二 位 ， 第 三 节 允 第 三 位 ， 第 四 节 性 往 x ZONE EET LMS SHORETCS 
る 。 幅 で の 順位 は 第 二 節 が 第 一 位 , B—-EPSLOMMAHICHIUCHES, RRs ec, 
第 一 節 は 後 曲 性 の 1 列 に 8 刺 毛 を 有 し , 内 位 の 2 本 は 内 直 に 偏 し て 選 り , 外 位 の 1 本 は 前 外 
HICTED CHBLE K DTR, BOB 2 列 5 行 IC 6 刺 毛 を 生じ て 居り , 第 一 列 は 中 央 と 
外 方 に 各 1 本 ， 第 二 列 伍 内 外 他 班 称 位 所 各 工本 ， その間 に 小 さい 2 本 の 剃 毛 を 並べ て ゐる 。 
第 三節 は 橋 締 に 2 本 , AIC 2 本 , TOR: HMR TIC 2 本 , 外部 亜 締 位 に 1 本 の 長い 刺 
ECS CHS, 第 四 範 に は 多く の 短い 市 も 異 長 の 刺 毛 が 生じ て ゐる 。 

GL KM bWS2, WOR CRAH, 第 二 節 が 第 一 位 , 第 一 , 第 三 坪 飾 は 共 
第 二 位 , 第 四 節 は 末席 で あつ て , 第 三節 の し か 無い 。 大 盤 生 球 駄 を し て ゐる 。 幅 で の 順位 
は 第 二 委 が 第 一 位 で , 他 節 より ゃ 造 か IC 廣 い 。 第 一 節 は 第 二 位 , 第 三節 は 第 三 位 , 第 皿 節 は 
第 四 位 で あつ て , 勿論 極め て 狭い 。 武装 を 見 る と , BABIES IC) AKOPR | 
起 を 有 つ て ゐる 。 後方 も 外 方 も 向い て の な い 。 その 頂 に は 毛 も 一 も 無い 。 師 醒 の 中 央 より も 
Bae Gam aga arlene Ven he ain ae 

行 iC 3 刺 毛 を 具 へ て ゐる 。 HAMIL ARBLIC 3 本 , 後 縮 の 底 後 に 1 本 の 刺 毛 を 生じ て 選 
る 。 第 四 人 節 は 10 本 以上 の 長短 色々 の 刺 毛 を 撫 つ て ね る 。 

FE ARO CHS, Kasih, 但し , 歳 格 に 測る と , EOLIE t b bR 
SRBCOCHS, AWK bepicLockh<( kb, HO, 丸く な つて ゐる 。 過 の と と ろ は 多 
劇 外 曲 性 (に な り , 出 て ある 。 後方 も 明か に 廣 く て 丸い 。 THEORETI Palpoboophilus minnings 
と 分 つよ き 手 が か り の 一 つ で ある 。 刺 毛 は 眼 の 前 内 側 と 春 筋 と に 生じ て 居る 。 MBO 
ROARI. IC 6-7 本 . 外 に 24 一 30 本 を 算 へ る 。 診 筋 の 刺 毛 は 7 行 11 列 下 に 17 一 19 对 
を 生 し てゐ る 。 

HEET] 第 一 歩 脚 の 基 和 分 の 間 も , 前 方 に 可 な り 用 た 者 分 に 位 する 。 上 顎 後部 の 全幅 よ 
る る も 狭い 。 爵 く 後 曲 し た 穴 で ある 。 PLEDE, 何 の 武 毅 も 見 られ な い | 

EHR 眞 の 賠 形 を 描出 し て ゐる 。 BAECS EON CHS, WE CORRE 
な い 

PEPIS PAK CH 5., 中 内 より も 少し 前 後方 c 人 し た 所 1 LASHED EV MIE E 
て ゐる 。 tr, 後 外 訪 で も ,. HEERLLIC 1 AL OWN TERT TLDS, 但し , Eo 
分 人 は 必 チ し ゃ 相称 的 に 生じ て ゐる わけ で は た な い 。 

WMH SRE, 鈍 端 は 外 後部 を 指し て ゐる 。 絢 部 の 厚 味 は 何 席 も 同一 で ある 。 気 門 . 
は 醤 M ゅ 曲 玉 潜 を し て 居り , PRI b EARTH CHESRAET 3. 

步 脚 D 基 节 第 一 圭 の は 三角 形 の 腹面 を 有 し , Agee, IERI E ALC 
る 。 GERK MELTED, 元 の 方 に 丸い 内 距 , 前 曲 部 IC 肖 い 底 状 の 外 距 を 具 へ て ゐる 。 
紅 の 雨 距 の 間 I に 制 込み が 富士 形 に 出来 て ね る 。 BBL TRRICRV CHE : 幅 が 3 : 1 で あ 
る 。 ハル レル 氏 問 家人 は 小形 で ある 。 FEC 5 一 6 圭 の 刺 を も つて ゐる EARS : 幅 が 下 
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WCIT, 1.5 : 1 で ある 。 WNC 2 HORUNGA AL RUSE IRN DR 
CWB OMMEL 2AOMOREMERO CRS, * 

第 二 对 DD 基部 低い 柳 形 で あつ て , 外 太 り に な つて ゐる 。 後 締 は 弱く 前 曲 し て 居り , 中 程 
に 短い (BE) ERREZ BOCAS, | 

PZN BIC, BOHR IChOCHS, 系 は 弱く 前 曲 し て 居り 9, 外 方 */。 に 
HOt, 浅い 庶 状 嘘 を つけ て ゐる 。 

BOHOL AMIE. RRL CH Ss. AOAC RE Le DS 
PERISH CH SAS ABU < LARAONYC HD S7CHIC, 前 曲 性 で も ある か の 如き 観 を 奥 へ 
る 。 廣 く て 浅い 不 整 形 の 底 睦 距 は , 外 で 最も 深く , 内 方 へ 克 第 に 細 つ て ゐる 。 

WEZER CITE, 前 路 と 終 路 は 同じ 位 の 長 ま で あつ て , 終 路 は 遠 端 に 近く , 大 小 
1 調 の 爪 状 距 を 出し て ゐる 。 PONORHICI RRO MBEIRVY CHSL, HERE T 
强 《 HHO CS, 


後 書 き 


1) “F R42 Tribe Boophyleae に は MixxIxG 氏 の 提唱 し た も の を 格上げ L% 3 属 Boophilus, 
Uroboophilus 及び Palpoboophilus を 含み , 2) 日 本 に は その 内 , 2837 Hi, BS Uroboophilus 
の 5 spp. と Palpoboophilus の 2 spp. KHL, 畜産 上 注意 す ペ べき も の で ある 。 3) WROL 
種 は 未 記録 , 後 局 の 1 種 は 未 記載 の も る の で ある 。 
本 報 支 を 終る に 営 つて 農 称 省 諾 事 試験 場 長 農 移 博 士 安藤 腐 太郎 氏 。 同 昆 吉孝 主任 技師 木下 
周 太 氏 に 平素 の 御 厚 情 を 許し , 叉 , 農林 省 疫 調査 所 の 矢島 朝 痛 氏 の 大 た る 援助 を 受け た の 
CHL, 公 け KC 謝意 を 表す る 。 
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